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【和文要旨】400字以内で論文の要旨を記載
Key words：和（英）：日本語およびそれに対応する英語を記載するものとする． 
【本文】1400文字以内
はじめに

本文の構成：原著・短報では「はじめに」「方法」「結果」「考察」，また症例報告では「はじめに」「症例」「考察」のスタイルで構成するものとする．文字数は5000文字以内とし、図・表・写真は1点1,200字として換算する。
医学用語は原則として日本語を用い，略語を用いる際は初出の時に説明する。外国語，外国人名・地名は原語のままで書き，薬品名は一般名を用いる。商品名を用いるときはカタカナで（　）内に記載する。

用いる単位について：単位は原則としてCGS単位（g，mg，%など）を用いる。
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引用番号（本文中の引用順）、著者氏名（6名まで著者名を記載し。6名を超える著者名については、日本語論文は「ほか」、外国語論文は「et al.」とする。例示参照）、題名、雑誌名、西暦年号、巻数、始め及び終りの頁の順に記載する。誌名の略記は、引用雑誌所載の略名を用いる。 単行本の場合、著者名、書名（編著の場合は、書名、編者氏名）、版数、発行所、発行地、年次、引用頁の順に記す。引用文献については著者の全面的な責任であるため、正確性、妥当性に十分注意する。 
原則20編以内とする
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